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二
式
飛
行
艇（
に
し
き
ひ
こ
う
て
い
）

は
、旧
日
本
海
軍
が
第
二
次
世
界
大
戦

中
に
実
用
化
し
た
大
型
飛
行
艇
。

　
初
飛
行
は1941

年（
昭
和16

年
）。

通
称
は
二
式
大
艇（
に
し
き
た
い
て
い
、

に
し
き
だ
い
て
い
）。二
式
大
型
飛
行
艇

と
も
言
う
。な
お
、輸
送
型
は「
晴
空
」と

呼
ば
れ
て
い
た
。川
西
航
空
機
で
生
産
さ

れ
た
。

 

連
合
軍
に
お
け
る
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
は

「Em
ily

」。

　
現
在
、唯
一
現
存
す
る
機
体
が
海
上
自

衛
隊
鹿
屋
基
地
史
料
館
で
見
る
事
が
で

き
ま
す
。

　
航
続
距
離
が
長
く
、当
時
、特
攻
機
に

十
分
な
航
法
装
置
を
積
ん
で
い
な
か
っ

た
た
め
神
風
特
攻
　
　
　
　
隊
の
水
先

案
内
と
し
て

も
活
躍
し
た
。

二
式
飛
行
艇

　
零
式
艦
上
戦
闘
機（
れ
い
し
き
か
ん

じ
ょ
う
せ
ん
と
う
き
）は
、大
日
本
帝
国

海
軍
の
主
力
艦
上
戦
闘
機
。零
戦（
ゼ
ロ

セ
ン
）の
略
称
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
海
軍
の
艦
上
戦
闘
機
と
し
て
は

実
質
的
に
最
終
型
式
で
、支
那
事
変

（
日
中
戦
争
の
当
時
の
呼
称
）の
半
ば

か
ら
大
東
亜
戦
争
の
終
戦
ま
で
、主
力

戦
闘
機
と
し
て
前
線
で
運
用
さ
れ
た
。

 

　
大
戦
初
期
、長
大
な
航
続
距
離
、重

武
装
、優
れ
た
格
闘
性
能
に
よ
り
、連
合

国
の
戦
闘
機
に
対
し
圧
倒
的
な
勝
利
を

収
め
た
こ
と
か
ら
、当
時
の
連
合
国

パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら「
ゼ
ロ
フ
ァ
イ
タ
ー
」

の
名
で
恐
れ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、大
戦
中
期
以
降
、

連
合
国
側
新
鋭
機
の
大
量
投

入
や
日
本
側
の
ベ
テ
ラ
ン

搭
乗
員
の
損
失
か
ら
そ
の

戦
闘
力
の
優
位
は
失
わ
れ
、

大
戦
末
期
に
は
多
く
の
日
本
機

と
同
様
、神
風
特
別
攻
撃
機

と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。

　
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基

地
史
料
館
に
は
、垂
水
沖
と

吹
上
浜
沖
で
引
き
揚
げ

ら
れ
た
零
式
艦
上
戦
闘
機
五
二
型

が
館
内
に
展
示
し
て
あ
る
。

　
日
本
全
国
の
海
軍
航
空
基
地
か
ら
集

ま
っ
て
来
た
航
空
機
は
、こ
の
大
隅
半
島

の
各
地
に
あ
る
海
軍
航
空
基
地
か
ら
飛

び
立
っ
て
い
っ
た
。終
戦
末
期
、大
隅
半
島

は
巨
大
な
不
沈
空
母
と
化
し
て
い
た
。

　
彗
星（
す
い
せ
い
）は
、日
本
海
軍
の

艦
上
爆
撃
機
。機
体
略
号
はD4Y

。

　
ア
メ
リ
カ
軍
が
本
機
に
与
え
た
コ
ー

ド
ネ
ー
ム
は「Judy

」。

　
単
発
複
座
の
高
速
艦
上
爆
撃
機
と
し

て
設
計
さ
れ
た
彗
星
は
、艦
上
爆
撃
機

と
し
て
は
か
な
り
の
小
型
機
で
、零
式
艦

上
戦
闘
機
と
ほ
ぼ
同
サ
イ
ズ
で
あ
る
。

　
機
体
下
部
の
爆
弾
倉
と
中
翼
配
置
、

空
力
を
重
視
し
た
平
滑
な
機
体
外
形
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、特
に
水
冷
式
発
動
機

独
特
の
先
細
り
の
機
首
を
持
つ
前
〜
中

期
生
産
型
は
、空
冷
式
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
日
本
の
軍
用
機
の
中
で
は
特
徴
的
な

外
見
を
し
て
い
る
。

　
海
軍
の
航
空
技
術
研
究
機
関
で
あ
る

空
技
廠
で
開
発
さ
れ
た
本
機
は
、量
産
性

よ
り
も
性
能
を
追
求
し
た
研
究
機
的
な

性
格
を
持
ち
、高
性
能
を
実
現
す
る
た
め

に
当
時
の
最
新
技
術
が
多
数
盛
り
込
ま

れ
た
。彗
星
の
複
雑
な
構
造
は
日
本
の
生

産
・
運
用
事
情
に
適
し
て
い
る
と
は
言
い

難
く
、稼
働
率
が
低
か
っ
た
。

　
ま
た
水
冷
発
動
機
の
生
産
が
機
体
の

生
産
数
に
追
い
つ
か
ず
、空
冷
式
発
動
機

に
換
装
さ
れ
た
タ
イ
プ
も
採
用
さ
れ
、後

半
の
主
力
と
な
っ
た
。

　
当
時
の
日
本
の
技
術
力
で
は
手
に
余

る
機
体
と
言
え
、そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

発
揮
す
る
事
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。そ
の

た
め
、評
価
が
分
か
れ
る
機
体
で
仮
定
の

話
を
含
め
て
議
論
の
的
と
な
る
事
も
多

い
が
、大
戦
中
期
か
ら
後
期
の
主
力
機
で

あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

零
式
艦
上
戦
闘
機

彗
星

彗星（すいせい）

　
こ
の
艦
上
爆
撃
機「
彗
星
」は
、岩
川
の

海
軍
航
空
基
地
で
零
式
艦
上
戦
闘
機
と

共
に
芙
蓉
隊
で
使
用
さ
れ
た
。

　
当
時
、国
内
は
物
資
が
ひ
っ
迫
し
、熟
練

し
た
整
備
技
術
者
も
少
な
く
な
っ
て
お
り

ド
イ
ツ
か
ら
技
術
供
与
を
受
け
て
開
発
さ

れ
た
水
冷
エ
ン
ジ
ン
の
整
備
は
当
時
の
整

備
環
境
で
は
困
難
で
あ
っ
た
、そ
こ
に
目
を

つ
け
た
美
濃
部
隊
長
は
、各
地
の
飛
行
基

地
に
眠
っ
て
い
た
機
材
を
か
き
集
め
て
、

優
秀
な
整
備
兵
を
自
隊
で
教
育
し
、豊
富

な
予
備
部
品
と
航
空
基
地
で
の
機
体
の
偽

装
な
ど
の
努
力
で
、飛
行
機
の
稼
働
率
８

割
以
上
を
達
成
し
て
い
た
。

　
当
時
と
し
て
は
斬
新
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態

勢
を
取
る
形
で
静
岡
の
基
地
と
岩
川
の
基

地
が
運
用
さ
れ
て
い
た
。

　
夜
間
戦
闘
機
と
し
て
分
類
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、本
来
は
航
空
母
艦
に
艦
載
す

る
爆
撃
機
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
た
。

桜
花

　
桜
花（
お
う
か
）は
、機
首
部
に
大
型
の

徹
甲
爆
弾
を
搭
載
し
た
小
型
の
航
空
特

攻
兵
器
で
、目
標
付
近
ま
で
一
式
陸
攻
で

運
ん
で
切
り
離
し
、そ
の
後
は
搭
乗
員
が

誘
導
し
て
目
標
に
体
当
た
り
さ
せ
る
。

　
一
式
陸
攻
に
と
っ
て
桜
花
は
通
常
搭
載

で
き
る
爆
弾
の
量
の
三
倍
も
の
重
量
が
あ

り
一
式
陸
攻
に
と
っ
て
は
限
界
ぎ
り
ぎ
り

で
あ
っ
た
。そ
の
せ
い
で
、最
高
速
度
も
落

ち
、通
常
時
で
さ
え
戦
闘
機
に
は
太
刀
打

ち
で
き
な
い
飛
行
運
動
性
能
で
あ
っ
た
の

に
、こ
の
状
態
で
航
続
距
離
の
短
い
桜
花

を
は
る
か
遠
方
か
ら
レ
ー
ダ
ー
で
監
視
し

て
い
る
連
合
軍
艦
船
に
突
入
さ
せ
る
の
は

困
難
を
極
め
た
。
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回
天

震
洋

　
回
天（
か
い
て
ん
）は
、旧
日
本
海
軍
の

特
攻
兵
器
の
一
つ
で
、駆
逐
艦
、巡
洋
艦

用
に
採
用
さ
れ
た
超
大
型
魚
雷「
九
三

式
三
型
魚
雷（
酸
素
魚
雷
）」を
改
造
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
九
三
式
三
型
魚
雷
は
、直
径61

セ
ン

チ
、重
量2.8

ト
ン
、炸
薬
量780

キ
ロ
グ

ラ
ム
、時
速
約90

キ
ロ
で
疾
走
す
る
無

航
跡
魚
雷
で
あ
り
、主
に
駆
逐
艦
に
搭
載

さ
れ
た
。回
天
は
、こ
の
酸
素
魚
雷
を
改

造
し
て
、全
長14.7

メ
ー
ト
ル
、直
径1

メ
ー
ト
ル
、排
水
量8

ト
ン
で
、魚
雷
の
本

体
に
外
筒
を
か
ぶ
せ
て
、気
蓄
タ
ン
ク（

酸
素
）の
間
に
一
人
乗
り
の
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、簡
単
な
操
船
装
置
や
調
整
バ
ル
ブ

を
つ
け
、襲
撃
用
の
潜
望
鏡
を
設
け
た
。

　
炸
薬
量
を1.5

ト
ン
と
し
て
、最
高
速

度
時
速55

キ
ロ
で23

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

航
続
力
が
あ
っ
た
。当
初
突
入
前
に
乗
員

の
脱
出
装
置
の
ハ
ッ
チ
が
あ
っ
た
が
、航
行

安
定
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
、脱
出

後
は
敵
の
捕
虜
に
な
る
こ
と
、ま
た
脱
出

装
置
自
体
の
製
作
が
ま
に
あ
わ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
結
局
は
廃
止
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
震
洋（
し
ん
よ
う
）は
、

　
　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
戦
の
日

　
　
　
　
　
　
本
海
軍
の
特
攻
兵
器
。

　
　
　
　
　
　
秘
匿
名
称
は「
○
四（
○

　
　
　
　
　
　
の
中
に
四
）金
物
」（
マ
ル

　
　
　
　
　
　
ヨ
ン
か
な
も
の
）。

　
　
　
　
　
　
　
小
型
の
ベ
ニ
ヤ
板
製

　
　
　
　
　
　
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
船

　
　
　
　
　
　
内
艇
首
部
に
炸
薬（
約

　
　
　
　
　
　250kg

）を
搭
載
し
、搭

　
　
　
　
　
　
乗
員
が
乗
り
込
ん
で
操

　
　
　
　
　
　
縦
。上
陸
船
団
に
体
当

　
　
　
　
　
　
た
り
攻
撃
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
目
標
と
さ
れ
た
。 

末
期

　
　
　
　
　
　
は
敵
艦
船
の
銃
座
増
加

　
　
　
　
　
　
に
伴
い
、こ
れ
を
破
壊
し

到
達
す
る
た
め
に
２
発
の
ロ
ケ
ッ
ト
弾
が

搭
載
さ
れ
た
。ま
た
、２
人
乗
り
の
タ
イ
プ

も
あ
り
、こ
ち
ら
に
は
機
銃
１
〜
２
丁
が

搭
載
さ
れ
、指
揮
官
艇
と
し
て
使
用
さ
れ

た
。陸
軍
に
は
四
式
肉
薄
攻
撃
艇（
マ
ル

レ
）が
開
発
さ
れ
た
。

　 一
式
陸
上
攻
撃
機

　
一
式
陸
上
攻
撃
機（
い
っ
し
き
り
く
じ
ょ

う
こ
う
げ
き
き
）は
第
二
次
世
界
大
戦
中

の
大
日
本
帝
国
海
軍
の
陸
上
攻
撃
機
で

あ
る
。「
一
式
陸
攻（
い
っ
し
き
り
く
こ
う
、

-

り
っ
こ
う
）」の
短
縮
形
で
も
呼
ば
れ
る
。

　
後
継
と
さ
れ
た
陸
上
爆
撃
機「
銀
河
」

の
戦
力
化
が
遅
れ
た
為
、終
戦
ま
で
主
力

攻
撃
機
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

連
合
国
側
の
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
は「Betty

」

（
ベ
テ
ィ
ー
）。

　
軍
縮
条
約
で
諸
外
国
に
艦
船
で
の
劣
勢

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
日
本
が
、陸
上
基
地

か
ら
発
進
し
て
洋
上
の
敵
艦
船
を
攻
撃

す
る
た
め
に
開
発
し
た
長
距
離
攻
撃
機

が
原
形
と
な
っ
て
お
り
、当
初
か
ら
防
弾

は
最
小
限
に
し
て
軽
量
化
を
図
り
、速
力

や
高
高
度
性
能
の
向
上
に
よ
っ
て
被
弾
率

を
低
下
さ
せ
る
方
法
を
と
っ
て
い
た
。

　
米
軍
で
は「
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
ラ
イ
タ
ー
」（

一
発
着
火
の
ラ
イ
タ
ー
）、「
フ
ラ
イ
イ
ン
グ

ジ
ッ
ポ
ー
」（
空
飛
ぶ
ジ
ッ
ポ
ラ
イ
タ
ー
）

な
ど
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
た
。

二
四
丁
型（G4M

2E

）

爆
弾
倉
を
桜
花
一
一
型
を
搭
載
で
き
る
よ

う
改
修
し
、燃
料
タ
ン
ク
や
操
縦
席
の
防

弾
装
備
を
強
化
し
た
桜
花
懸
吊
母
機
型
。

一
部
の
機
体
は
胴
体
後
部
下
面
に
離
陸
促

進
用
補
助
ロ
ケ
ッ
ト
も
装
備
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

　
旧
軍（
陸
軍
・
海
軍
）は
明
治
維
新
後
、明
治
維
新
を
推
進

し
た
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
藩
出
身
の
武
士
が
中
心
と
な
っ
て
つ

く
ら
れ
た
。維
新
の
頃
の
陸
軍
大
臣
・
海
軍
大
臣
は
鹿
児
島
県

出
身
者
が
非
常
に
多
い
。

　
旧
軍
で
は
、陸
軍
と
海
軍
し
か
な
く
現
在
で
言
う
独
立
し

た
空
軍
は
な
か
っ
た
。航
空
機
は
す
べ
て
陸
軍
か
海
軍
に
わ
か

れ
て
お
り
、目
的
に
合
わ
せ
て
お
互
い
に
航
空
機
開
発
競
争
を

行
っ
て
い
た
。

　
陸
上
を
進
軍
す
る
陸
軍
と
海
上
を
艦
船
で
進
軍
し
島
嶼
を

拠
点
と
し
て
い
く
海
軍
は
、太
平
洋
戦
争
初
期
よ
り
協
調
し

て
作
戦
を
遂
行
し
て
い
な
か
っ
た
。大
戦
末
期
に
至
っ
て
も
、

協
調
す
る
こ
と
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
で
作
戦
が
実
施
さ

れ
て
い
た
。

　
太
平
洋
戦
争
末
期
に
旧
日
本
軍
が
編
成
し
た
連
合
軍
艦

船
に
対
す
る
体
当
た
り
攻
撃
を
実
行
す
る
部
隊
の
こ
と
を
総

称
し
て「
特
別
攻
撃
隊
」と
い
い
、陸
海
軍
あ
げ
て
の
大
規
模

な
作
戦
と
し
て
実
施
さ
れ
た
が
、乗
員
が
生
還
す
る
可
能
性

は
な
か
っ
た
。海
軍
の
航
空
機
か
ら
な
る
特
別
攻
撃
隊
の
こ
と

を
、元
寇
を
追
い
払
っ
た
神
風
に
由
来
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で「

神
風
特
別
攻
撃
隊
」（
し
ん
ぷ
う
と
く
べ
つ
こ
う
げ
き
た
い・
か

み
か
ぜ
と
く
べ
つ
こ
う
げ
き
た
い
）と
い
う
。

　
　
終
戦
の
一
年
前
に
戦
局
の
挽
回
を
図
る
た
め
に
海
軍
で
は

　
　
　
潜
航
艇（
蛟
龍
）、対
空
攻
撃
用
兵
器
、可
潜
魚
雷
艇

　
　
　（
海
龍
）、船
外
機
付
衝
撃
艇（
震
洋
）、自
走
爆
雷
、人

　
　
　
間
魚
雷（
回
天
）、電
探
、電
探
防
止
、特
攻
部
隊
用
兵

器
な
ど
の
特
攻
奇
襲
兵
器
の
試
作
方
針
を
決
定
し
実
用
化
さ

れ
て
い
っ
た
。

　
太
平
洋
戦
争
開
戦
時
に
は
世
界
第
三
位
の
艦
船
を
所
有
し

て
い
た
が
、終
戦
時
に
は
わ
ず
か
な
艦
艇
し
か
残
っ
て
お
ら
ず

実
際
の
戦
闘
航
行
が
可
能
な
艦
船
が
四
〇
隻
程
度
で
あ
っ
た
、

し
か
し
な
が
ら
運
用
す
る
た
め
の
燃
料
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
連
合
軍
の
計
画
し
て
い
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
が
一
九
四
五

年
一
一
月
一
日
に
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、さ
ら
に
太
平
洋
戦

争
の
犠
牲
者
の
数
が
増
え
る
だ
け
だ
っ
た
。

　 雑
　記



　
二
式
飛
行
艇（
に
し
き
ひ
こ
う
て
い
）

は
、旧
日
本
海
軍
が
第
二
次
世
界
大
戦

中
に
実
用
化
し
た
大
型
飛
行
艇
。

　
初
飛
行
は1941

年（
昭
和16

年
）。

通
称
は
二
式
大
艇（
に
し
き
た
い
て
い
、

に
し
き
だ
い
て
い
）。二
式
大
型
飛
行
艇

と
も
言
う
。な
お
、輸
送
型
は「
晴
空
」と

呼
ば
れ
て
い
た
。川
西
航
空
機
で
生
産
さ

れ
た
。

 

連
合
軍
に
お
け
る
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
は

「Em
ily

」。

　
現
在
、唯
一
現
存
す
る
機
体
が
海
上
自

衛
隊
鹿
屋
基
地
史
料
館
で
見
る
事
が
で

き
ま
す
。

　
航
続
距
離
が
長
く
、当
時
、特
攻
機
に

十
分
な
航
法
装
置
を
積
ん
で
い
な
か
っ

た
た
め
神
風
特
攻
　
　
　
　
隊
の
水
先

案
内
と
し
て

も
活
躍
し
た
。

二
式
飛
行
艇

　
零
式
艦
上
戦
闘
機（
れ
い
し
き
か
ん

じ
ょ
う
せ
ん
と
う
き
）は
、大
日
本
帝
国

海
軍
の
主
力
艦
上
戦
闘
機
。零
戦（
ゼ
ロ

セ
ン
）の
略
称
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
海
軍
の
艦
上
戦
闘
機
と
し
て
は

実
質
的
に
最
終
型
式
で
、支
那
事
変

（
日
中
戦
争
の
当
時
の
呼
称
）の
半
ば

か
ら
大
東
亜
戦
争
の
終
戦
ま
で
、主
力

戦
闘
機
と
し
て
前
線
で
運
用
さ
れ
た
。

 

　
大
戦
初
期
、長
大
な
航
続
距
離
、重

武
装
、優
れ
た
格
闘
性
能
に
よ
り
、連
合

国
の
戦
闘
機
に
対
し
圧
倒
的
な
勝
利
を

収
め
た
こ
と
か
ら
、当
時
の
連
合
国

パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら「
ゼ
ロ
フ
ァ
イ
タ
ー
」

の
名
で
恐
れ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、大
戦
中
期
以
降
、

連
合
国
側
新
鋭
機
の
大
量
投

入
や
日
本
側
の
ベ
テ
ラ
ン

搭
乗
員
の
損
失
か
ら
そ
の

戦
闘
力
の
優
位
は
失
わ
れ
、

大
戦
末
期
に
は
多
く
の
日
本
機

と
同
様
、神
風
特
別
攻
撃
機

と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。

　
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基

地
史
料
館
に
は
、垂
水
沖
と

吹
上
浜
沖
で
引
き
揚
げ

ら
れ
た
零
式
艦
上
戦
闘
機
五
二
型

が
館
内
に
展
示
し
て
あ
る
。

　
日
本
全
国
の
海
軍
航
空
基
地
か
ら
集

ま
っ
て
来
た
航
空
機
は
、こ
の
大
隅
半
島

の
各
地
に
あ
る
海
軍
航
空
基
地
か
ら
飛

び
立
っ
て
い
っ
た
。終
戦
末
期
、大
隅
半
島

は
巨
大
な
不
沈
空
母
と
化
し
て
い
た
。

　
彗
星（
す
い
せ
い
）は
、日
本
海
軍
の

艦
上
爆
撃
機
。機
体
略
号
はD4Y

。

　
ア
メ
リ
カ
軍
が
本
機
に
与
え
た
コ
ー

ド
ネ
ー
ム
は「Judy

」。

　
単
発
複
座
の
高
速
艦
上
爆
撃
機
と
し

て
設
計
さ
れ
た
彗
星
は
、艦
上
爆
撃
機

と
し
て
は
か
な
り
の
小
型
機
で
、零
式
艦

上
戦
闘
機
と
ほ
ぼ
同
サ
イ
ズ
で
あ
る
。

　
機
体
下
部
の
爆
弾
倉
と
中
翼
配
置
、

空
力
を
重
視
し
た
平
滑
な
機
体
外
形
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、特
に
水
冷
式
発
動
機

独
特
の
先
細
り
の
機
首
を
持
つ
前
〜
中

期
生
産
型
は
、空
冷
式
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
日
本
の
軍
用
機
の
中
で
は
特
徴
的
な

外
見
を
し
て
い
る
。

　
海
軍
の
航
空
技
術
研
究
機
関
で
あ
る

空
技
廠
で
開
発
さ
れ
た
本
機
は
、量
産
性

よ
り
も
性
能
を
追
求
し
た
研
究
機
的
な

性
格
を
持
ち
、高
性
能
を
実
現
す
る
た
め

に
当
時
の
最
新
技
術
が
多
数
盛
り
込
ま

れ
た
。彗
星
の
複
雑
な
構
造
は
日
本
の
生

産
・
運
用
事
情
に
適
し
て
い
る
と
は
言
い

難
く
、稼
働
率
が
低
か
っ
た
。

　
ま
た
水
冷
発
動
機
の
生
産
が
機
体
の

生
産
数
に
追
い
つ
か
ず
、空
冷
式
発
動
機

に
換
装
さ
れ
た
タ
イ
プ
も
採
用
さ
れ
、後

半
の
主
力
と
な
っ
た
。

　
当
時
の
日
本
の
技
術
力
で
は
手
に
余

る
機
体
と
言
え
、そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

発
揮
す
る
事
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。そ
の

た
め
、評
価
が
分
か
れ
る
機
体
で
仮
定
の

話
を
含
め
て
議
論
の
的
と
な
る
事
も
多

い
が
、大
戦
中
期
か
ら
後
期
の
主
力
機
で

あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

零
式
艦
上
戦
闘
機

彗
星

彗星（すいせい）

　
こ
の
艦
上
爆
撃
機「
彗
星
」は
、岩
川
の

海
軍
航
空
基
地
で
零
式
艦
上
戦
闘
機
と

共
に
芙
蓉
隊
で
使
用
さ
れ
た
。

　
当
時
、国
内
は
物
資
が
ひ
っ
迫
し
、熟
練

し
た
整
備
技
術
者
も
少
な
く
な
っ
て
お
り

ド
イ
ツ
か
ら
技
術
供
与
を
受
け
て
開
発
さ

れ
た
水
冷
エ
ン
ジ
ン
の
整
備
は
当
時
の
整

備
環
境
で
は
困
難
で
あ
っ
た
、そ
こ
に
目
を

つ
け
た
美
濃
部
隊
長
は
、各
地
の
飛
行
基

地
に
眠
っ
て
い
た
機
材
を
か
き
集
め
て
、

優
秀
な
整
備
兵
を
自
隊
で
教
育
し
、豊
富

な
予
備
部
品
と
航
空
基
地
で
の
機
体
の
偽

装
な
ど
の
努
力
で
、飛
行
機
の
稼
働
率
８

割
以
上
を
達
成
し
て
い
た
。

　
当
時
と
し
て
は
斬
新
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態

勢
を
取
る
形
で
静
岡
の
基
地
と
岩
川
の
基

地
が
運
用
さ
れ
て
い
た
。

　
夜
間
戦
闘
機
と
し
て
分
類
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、本
来
は
航
空
母
艦
に
艦
載
す

る
爆
撃
機
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
た
。

桜
花

　
桜
花（
お
う
か
）は
、機
首
部
に
大
型
の

徹
甲
爆
弾
を
搭
載
し
た
小
型
の
航
空
特

攻
兵
器
で
、目
標
付
近
ま
で
一
式
陸
攻
で

運
ん
で
切
り
離
し
、そ
の
後
は
搭
乗
員
が

誘
導
し
て
目
標
に
体
当
た
り
さ
せ
る
。

　
一
式
陸
攻
に
と
っ
て
桜
花
は
通
常
搭
載

で
き
る
爆
弾
の
量
の
三
倍
も
の
重
量
が
あ

り
一
式
陸
攻
に
と
っ
て
は
限
界
ぎ
り
ぎ
り

で
あ
っ
た
。そ
の
せ
い
で
、最
高
速
度
も
落

ち
、通
常
時
で
さ
え
戦
闘
機
に
は
太
刀
打

ち
で
き
な
い
飛
行
運
動
性
能
で
あ
っ
た
の

に
、こ
の
状
態
で
航
続
距
離
の
短
い
桜
花

を
は
る
か
遠
方
か
ら
レ
ー
ダ
ー
で
監
視
し

て
い
る
連
合
軍
艦
船
に
突
入
さ
せ
る
の
は

困
難
を
極
め
た
。

14,750 m

,800 m

1,000 m

,172 m
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回
天

震
洋

　
回
天（
か
い
て
ん
）は
、旧
日
本
海
軍
の

特
攻
兵
器
の
一
つ
で
、駆
逐
艦
、巡
洋
艦

用
に
採
用
さ
れ
た
超
大
型
魚
雷「
九
三

式
三
型
魚
雷（
酸
素
魚
雷
）」を
改
造
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
九
三
式
三
型
魚
雷
は
、直
径61

セ
ン

チ
、重
量2.8

ト
ン
、炸
薬
量780

キ
ロ
グ

ラ
ム
、時
速
約90

キ
ロ
で
疾
走
す
る
無

航
跡
魚
雷
で
あ
り
、主
に
駆
逐
艦
に
搭
載

さ
れ
た
。回
天
は
、こ
の
酸
素
魚
雷
を
改

造
し
て
、全
長14.7

メ
ー
ト
ル
、直
径1

メ
ー
ト
ル
、排
水
量8

ト
ン
で
、魚
雷
の
本

体
に
外
筒
を
か
ぶ
せ
て
、気
蓄
タ
ン
ク（

酸
素
）の
間
に
一
人
乗
り
の
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、簡
単
な
操
船
装
置
や
調
整
バ
ル
ブ

を
つ
け
、襲
撃
用
の
潜
望
鏡
を
設
け
た
。

　
炸
薬
量
を1.5

ト
ン
と
し
て
、最
高
速

度
時
速55

キ
ロ
で23

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

航
続
力
が
あ
っ
た
。当
初
突
入
前
に
乗
員

の
脱
出
装
置
の
ハ
ッ
チ
が
あ
っ
た
が
、航
行

安
定
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
、脱
出

後
は
敵
の
捕
虜
に
な
る
こ
と
、ま
た
脱
出

装
置
自
体
の
製
作
が
ま
に
あ
わ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
結
局
は
廃
止
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
震
洋（
し
ん
よ
う
）は
、

　
　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
戦
の
日

　
　
　
　
　
　
本
海
軍
の
特
攻
兵
器
。

　
　
　
　
　
　
秘
匿
名
称
は「
○
四（
○

　
　
　
　
　
　
の
中
に
四
）金
物
」（
マ
ル

　
　
　
　
　
　
ヨ
ン
か
な
も
の
）。

　
　
　
　
　
　
　
小
型
の
ベ
ニ
ヤ
板
製

　
　
　
　
　
　
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
船

　
　
　
　
　
　
内
艇
首
部
に
炸
薬（
約

　
　
　
　
　
　250kg

）を
搭
載
し
、搭

　
　
　
　
　
　
乗
員
が
乗
り
込
ん
で
操

　
　
　
　
　
　
縦
。上
陸
船
団
に
体
当

　
　
　
　
　
　
た
り
攻
撃
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
目
標
と
さ
れ
た
。 

末
期

　
　
　
　
　
　
は
敵
艦
船
の
銃
座
増
加

　
　
　
　
　
　
に
伴
い
、こ
れ
を
破
壊
し

到
達
す
る
た
め
に
２
発
の
ロ
ケ
ッ
ト
弾
が

搭
載
さ
れ
た
。ま
た
、２
人
乗
り
の
タ
イ
プ

も
あ
り
、こ
ち
ら
に
は
機
銃
１
〜
２
丁
が

搭
載
さ
れ
、指
揮
官
艇
と
し
て
使
用
さ
れ

た
。陸
軍
に
は
四
式
肉
薄
攻
撃
艇（
マ
ル

レ
）が
開
発
さ
れ
た
。

　 一
式
陸
上
攻
撃
機

　
一
式
陸
上
攻
撃
機（
い
っ
し
き
り
く
じ
ょ

う
こ
う
げ
き
き
）は
第
二
次
世
界
大
戦
中

の
大
日
本
帝
国
海
軍
の
陸
上
攻
撃
機
で

あ
る
。「
一
式
陸
攻（
い
っ
し
き
り
く
こ
う
、

-

り
っ
こ
う
）」の
短
縮
形
で
も
呼
ば
れ
る
。

　
後
継
と
さ
れ
た
陸
上
爆
撃
機「
銀
河
」

の
戦
力
化
が
遅
れ
た
為
、終
戦
ま
で
主
力

攻
撃
機
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

連
合
国
側
の
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
は「Betty

」

（
ベ
テ
ィ
ー
）。

　
軍
縮
条
約
で
諸
外
国
に
艦
船
で
の
劣
勢

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
日
本
が
、陸
上
基
地

か
ら
発
進
し
て
洋
上
の
敵
艦
船
を
攻
撃

す
る
た
め
に
開
発
し
た
長
距
離
攻
撃
機

が
原
形
と
な
っ
て
お
り
、当
初
か
ら
防
弾

は
最
小
限
に
し
て
軽
量
化
を
図
り
、速
力

や
高
高
度
性
能
の
向
上
に
よ
っ
て
被
弾
率

を
低
下
さ
せ
る
方
法
を
と
っ
て
い
た
。

　
米
軍
で
は「
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
ラ
イ
タ
ー
」（

一
発
着
火
の
ラ
イ
タ
ー
）、「
フ
ラ
イ
イ
ン
グ

ジ
ッ
ポ
ー
」（
空
飛
ぶ
ジ
ッ
ポ
ラ
イ
タ
ー
）

な
ど
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
た
。

二
四
丁
型（G4M

2E

）

爆
弾
倉
を
桜
花
一
一
型
を
搭
載
で
き
る
よ

う
改
修
し
、燃
料
タ
ン
ク
や
操
縦
席
の
防

弾
装
備
を
強
化
し
た
桜
花
懸
吊
母
機
型
。

一
部
の
機
体
は
胴
体
後
部
下
面
に
離
陸
促

進
用
補
助
ロ
ケ
ッ
ト
も
装
備
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

　
旧
軍（
陸
軍
・
海
軍
）は
明
治
維
新
後
、明
治
維
新
を
推
進

し
た
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
藩
出
身
の
武
士
が
中
心
と
な
っ
て
つ

く
ら
れ
た
。維
新
の
頃
の
陸
軍
大
臣
・
海
軍
大
臣
は
鹿
児
島
県

出
身
者
が
非
常
に
多
い
。

　
旧
軍
で
は
、陸
軍
と
海
軍
し
か
な
く
現
在
で
言
う
独
立
し

た
空
軍
は
な
か
っ
た
。航
空
機
は
す
べ
て
陸
軍
か
海
軍
に
わ
か

れ
て
お
り
、目
的
に
合
わ
せ
て
お
互
い
に
航
空
機
開
発
競
争
を

行
っ
て
い
た
。

　
陸
上
を
進
軍
す
る
陸
軍
と
海
上
を
艦
船
で
進
軍
し
島
嶼
を

拠
点
と
し
て
い
く
海
軍
は
、太
平
洋
戦
争
初
期
よ
り
協
調
し

て
作
戦
を
遂
行
し
て
い
な
か
っ
た
。大
戦
末
期
に
至
っ
て
も
、

協
調
す
る
こ
と
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
で
作
戦
が
実
施
さ

れ
て
い
た
。

　
太
平
洋
戦
争
末
期
に
旧
日
本
軍
が
編
成
し
た
連
合
軍
艦

船
に
対
す
る
体
当
た
り
攻
撃
を
実
行
す
る
部
隊
の
こ
と
を
総

称
し
て「
特
別
攻
撃
隊
」と
い
い
、陸
海
軍
あ
げ
て
の
大
規
模

な
作
戦
と
し
て
実
施
さ
れ
た
が
、乗
員
が
生
還
す
る
可
能
性

は
な
か
っ
た
。海
軍
の
航
空
機
か
ら
な
る
特
別
攻
撃
隊
の
こ
と

を
、元
寇
を
追
い
払
っ
た
神
風
に
由
来
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で「

神
風
特
別
攻
撃
隊
」（
し
ん
ぷ
う
と
く
べ
つ
こ
う
げ
き
た
い・
か

み
か
ぜ
と
く
べ
つ
こ
う
げ
き
た
い
）と
い
う
。

　
　
終
戦
の
一
年
前
に
戦
局
の
挽
回
を
図
る
た
め
に
海
軍
で
は

　
　
　
潜
航
艇（
蛟
龍
）、対
空
攻
撃
用
兵
器
、可
潜
魚
雷
艇

　
　
　（
海
龍
）、船
外
機
付
衝
撃
艇（
震
洋
）、自
走
爆
雷
、人

　
　
　
間
魚
雷（
回
天
）、電
探
、電
探
防
止
、特
攻
部
隊
用
兵

器
な
ど
の
特
攻
奇
襲
兵
器
の
試
作
方
針
を
決
定
し
実
用
化
さ

れ
て
い
っ
た
。

　
太
平
洋
戦
争
開
戦
時
に
は
世
界
第
三
位
の
艦
船
を
所
有
し

て
い
た
が
、終
戦
時
に
は
わ
ず
か
な
艦
艇
し
か
残
っ
て
お
ら
ず

実
際
の
戦
闘
航
行
が
可
能
な
艦
船
が
四
〇
隻
程
度
で
あ
っ
た
、

し
か
し
な
が
ら
運
用
す
る
た
め
の
燃
料
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
連
合
軍
の
計
画
し
て
い
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
が
一
九
四
五

年
一
一
月
一
日
に
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、さ
ら
に
太
平
洋
戦

争
の
犠
牲
者
の
数
が
増
え
る
だ
け
だ
っ
た
。

　 雑
　記




